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はじめに 空調省エネは、どこから始めればよいのか 

本書のねらい 

企業の設備・総務・環境・店舗運営担当者が、自社の空調を「どこから見ればよいか」「どのように

改善策を選び、効果を確かめればよいか」を理解するための実務読本です。 

 

電気料金が上がっている。会社から省エネを求められている。脱炭素や CO₂削減にも取り組まなけれ

ばならない。 

そのような状況で、多くの企業担当者が最初に考えるのが「空調」です。オフィス、店舗、工場、

倉庫、病院、福祉施設、ホテル、飲食店。業種によって割合は異なりますが、空調は多くの事業所に

おいて大きな電力消費設備の一つです。 

ところが、空調の省エネを始めようとすると、「設定温度を変えればよいのか」「フィルターを掃

除すればよいのか」「古いエアコンを高効率機に交換すべきなのか」「省エネ装置を取り付ければよ

いのか」「IoTや EMS を導入すればよいのか」といった疑問にすぐぶつかります。 

そして、もっと根本的な問題があります。そもそも、今使っている空調電力のどこにムダがあるの

か分からない。これが、空調省エネを難しくしている最大の理由の一つです。 

空調機は、電源を入れれば一定量の電気を使う設備ではありません。外気温、湿度、日射、人の

数、出入口の開閉、換気量、室内の発熱、運転時間、設定温度、機器の状態などによって消費電力が

刻々と変わります。 

そのため、単純に電気使用量だけを比較しても、その増減が本当に省エネ対策によるものなのか、

それとも気象条件や営業状況が違っただけなのか判断できないことがあります。 

本書で紹介する HEEM（HVAC Energy Efficiency Method）は、この問題を整理するための空調省エネ

メソッドです。HEEM では、空調省エネを単なる設備更新として考えません。まず現在の設備と運用を

調べ、空調にどのような負荷がかかり、投入した電力がどの程度有効に使われているかを確認しま

す。そのうえで改善策を設計し、導入前後を比較し、効果を検証し、継続的な運用につなげます。 

本書の基本姿勢 

エアコンを交換する前に、今ある空調のムダを探してみる。設備更新が必要な場合には更新する。し

かし、その前に改善できる余地が残されていないかを確認する。 

 

空調省エネは「我慢」でも「節電運動」でもありません。必要な快適性を維持しながら、不要な電

力を減らすこと。そのための考え方を、企業担当者の立場から順番に見ていきましょう。 
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空調省エネの基本を知る 

第 1 章 なぜ空調は電気を使うのか 

空調機の仕事は、単に部屋を冷やしたり暖めたりすることではありません。夏であれば、室内へ入

ってくる熱や湿気を取り除き続けなければなりません。冬であれば、建物の外へ逃げる熱を補い続け

なければなりません。 

例えば夏の店舗を考えてみましょう。外気温が高ければ、壁や窓を通じて熱が入ってきます。日射

が強ければ窓や屋根からさらに熱が加わります。人が入店すれば、人そのものから熱と湿気が発生し

ます。照明、厨房、冷蔵庫、機械なども熱を発生させます。 

さらに自動ドアが開けば、外の高温多湿な空気が室内へ流れ込みます。換気扇を回せば、排気した

空気と同じ量の外気をどこかから取り入れる必要があります。空調機は、こうした負荷と戦い続けて

います。 

HEEMでは、こうした空調負荷に影響を与える要因を「外乱」として捉えます。外気、建物、内部発

熱、人流、開口部の運用、冷凍冷蔵設備など他設備との干渉などによって、同じエアコンでも必要と

なる電力は大きく変化します。 

したがって、エアコンの電気代が高い＝エアコンそのものが悪い、とは限りません。空調機に過剰

な仕事をさせている環境側に原因がある場合もあります。ここが空調省エネを考える最初のポイント

です。 
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第 2 章 設定温度だけでは空調省エネにならない 

空調省エネというと、「冷房の設定温度を上げる」「暖房の設定温度を下げる」という方法がよく

使われます。確かに、設定温度は重要です。しかし、それだけで空調省エネを考えると限界がありま

す。 

例えば同じ 26℃に設定していても、湿度が低い室内と湿度が高い室内では、人が感じる快適性は異

なります。また、室内の一部だけが暑い場合、利用者は設定温度をさらに下げるかもしれません。 

本当の原因が気流不足であれば、設定温度を下げても根本的な解決にはなりません。結果として、

他の場所は必要以上に冷やされ、電力だけが増えることもあります。 

あるいは、入口から大量の外気が入り続けている現場であれば、設定温度を少し変更するよりも、

外気の侵入を抑えた方が効果的かもしれません。 

つまり省エネ対策を考える前に、何が空調機に余分な仕事をさせているのかを調べる必要がありま

す。省エネとは、設定値を一律に変更することではありません。現場の損失原因を見つけ、それに合

った対策を行うことなのです。 
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第 3 章 空調のムダは大きく分けて考える 

空調の省エネを考えるとき、「省エネ機器を何か取り付けよう」と商品から入ってしまうケースが

あります。しかし本来、順番は逆です。まず損失原因を確認し、それから必要な対策を選びます。 

一つ目は設備性能に関するムダです。熱交換器の汚れ、風量不足、冷媒系の状態などによって、空

調機が本来の能力を十分に発揮できていない状態です。同じ室温を実現するために、本来必要な量よ

り多くの電力を使っている可能性があります。 

二つ目は運用によるムダです。無人なのに運転している。必要以上に早い時間から運転している。

エリアごとに設定温度がばらばらになっている。利用者が設定変更を繰り返している。複数台の空調

機を一斉に起動している。このような問題です。 

三つ目は空調負荷そのもののムダです。扉の開放、過剰換気、日射、内部発熱、冷気漏れ、暖気と

冷気の干渉などによって、空調機に本来不要な仕事をさせている状態です。 

そしてもう一つ重要なのが、何が原因なのか分からないまま対策してしまうことです。測らず、比

較せず、原因を確認せずに対策を行えば、本当に省エネになったのか分かりません。 

基本の流れ 

測る → 原因を考える → 対策する → もう一度測る。この流れが空調省エネの基本です。 
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自社の空調を調べる 

第 4 章 最初にやることは「現場を見る」 

空調省エネを始めるために、最初から高度な測定機器が必要なわけではありません。まず現場を見

ることが重要です。 

誰もいない部屋でエアコンが運転していないでしょうか。営業時間が終わった後も運転していない

でしょうか。同じフロアなのに、あるエアコンは 22℃、別のエアコンは 26℃といった状態になってい

ないでしょうか。 

吹出口の前に棚や什器が置かれていないでしょうか。天井付近と床付近で大きな温度差がないでし

ょうか。入口付近だけ暑い、あるいは寒い場所はないでしょうか。 

スーパーマーケットであれば、オープンショーケースの冷気が売場へ流れ出し、それを天井の空調

が暖めるといった冷暖干渉が起きている可能性もあります。換気扇が必要以上に強く動いていること

もあります。 

大切なのは、「エアコンを見る」のではなく「空調されている空間を見る」ことです。空調機単体

だけを見ていると、環境側の問題を見落としてしまいます。 
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第 5 章 温度だけでなく湿度を見る 

企業の空調管理では、室温は測っていても湿度をほとんど見ていないことがあります。しかし冷房

時には、湿度は非常に重要な要素です。 

空調機は室温を下げるだけではなく、空気中の水分を取り除くためにも仕事をしています。同じ

30℃でも、湿度 40％の空気と湿度 80％の空気では状態が違います。 

高温多湿の外気が大量に室内へ入れば、それだけ空調機が処理しなければならない熱量も増えま

す。そこで HEEM では、温度だけではなく温度と湿度を合わせて空気の状態を評価するために「エンタ

ルピー」という考え方を利用します。 

エンタルピーとは、簡単に言えば、空気が持っている熱量を温度と湿度の両方から捉える指標で

す。企業担当者が必ず計算式を覚える必要はありません。重要なのは、空調負荷は温度だけでは判断

できないということを理解することです。 
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第 6 章 使った電気がどれだけ仕事をしたのか 

もう一つの重要な考え方が COPです。COP は、投入した電力に対して、どれだけ有効な冷暖房能力を

得られたかを表す考え方です。 

HEEMでは、空気エンタルピーによって空調側の負荷を考え、COPによって投入電力がどれだけ有効

に利用されているかを考えます。 

例えば、同じ室温を維持するために以前より多くの電力が必要になっている場合、何らかの性能低

下が起きている可能性があります。風量が不足しているのか。熱交換器が汚れているのか。空調機に

大きな負荷がかかっているのか。原因はいくつも考えられます。 

だからこそ、「電気をたくさん使っている」という結果だけで判断せず、なぜ電気を使っているの

かを見ることが大切なのです。 
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 空調省エネの対策を考える 

第 7 章 空調省エネには二つの方向がある 

空調の電力を減らす方法は、大きく二つに分けて考えることができます。 

一つ目は、空調機にさせる仕事そのものを減らすこと。つまり負荷を減らすことです。外気の侵入

を抑える。不要な換気を見直す。日射を抑える。冷気漏れを減らす。気流を改善する。こうした対策

が該当します。 

二つ目は、同じ仕事を、より少ない電力で行えるようにすること。つまり設備側の効率を改善する

ことです。熱交換器の状態を改善する。必要なメンテナンスを行う。運転方法を最適化する。必要に

応じて設備そのものを更新する。 

この二つを組み合わせるのが基本です。先に負荷を減らせば、空調機が処理しなければならない仕

事量そのものが減ります。そのうえで設備効率を改善すれば、さらに使用電力を下げられる可能性が

あります。 

二つの方向 

① 空調機にさせる仕事を減らす（負荷低減） ② 同じ仕事を少ない電力で行う（効率向上） 
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第 8 章 最初に考えたい「お金をかけない改善」 

省エネというと設備投資を考えがちですが、その前に運用を確認する価値があります。例えば営業

時間が 9時から 18時なのに、毎朝 7時から空調を運転しているとします。その 2時間が本当に必要な

のでしょうか。 

あるいは閉店後、最後に誰がエアコンを停止するのか決まっていないため、夜間まで運転している

かもしれません。設定温度についても同じです。担当者が設定しても、暑いと感じた誰かが変更し、

そのままになっていることがあります。 

こうした運用上のムダは、一度改善しても元に戻りやすいという特徴があります。そのため HEEMで

は、一時的な節電活動だけではなく、運用ルールとして定着させることを重視します。 

省エネは「頑張る」よりも、ムダが起きにくい運用に変える方が長続きします。 
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第 9 章 小さな投資で改善する 

運用改善だけでは解決できない問題もあります。そこで次に、既存設備を活用しながら改善できる

方法を考えます。 

例えば電力を測定し、どの時間帯にどの空調回路が電力を使っているのか把握する。温湿度を継続

して測る。空調機の運転スケジュールを自動化する。複数台の設定を集中管理する。劣化が疑われる

設備を整備する。冷気漏れや気流干渉を改善する。換気を必要量に合わせて制御する。こうした対策

です。 

重要なのは、先に商品を決めないことです。HEEMでは、省エネ商材やサービスについても、まず基

準を設定し、計測してから適用し、Before/Afterで効果を確認することを原則としています。 

対策選定の原則 

問題に商品を合わせるのであって、商品に問題を合わせない。これが設備投資を失敗させないための

基本です。 
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 IoT と EMS を活用する 

第 10 章 空調管理を「人」から「仕組み」へ変える 

複数の店舗や事業所を運営している企業では、空調管理が人に依存しやすくなります。A店では

24℃。B店では 26℃。C店では担当者が毎朝電源を入れる。D店では閉店後も運転している。本社でル

ールを作っても、現場ごとの判断によって運用が変わってしまいます。 

この問題を解決する手段の一つが IoTや EMSです。温湿度を常時把握する。運転時間をスケジュー

ル化する。設定値を管理する。異常時にアラートを出す。電力を継続的に記録する。こうした仕組み

を利用すれば、運用を標準化しやすくなります。 

したがって、IoTを導入することそのものが省エネなのではありません。先に、「何時に運転するの

か」「どの温湿度を目標にするのか」「無人時にはどうするのか」「異常をどのように知らせるの

か」という運用方針を決めます。 

IoT は、そのルールを継続して実行するための道具なのです。 
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 省エネ効果を正しく測る 

第 11 章 「20％削減」という数字をどう見るか 

省エネ設備の提案書には、「電力を 20％削減」「30％削減」といった数字が示されることがありま

す。しかし企業担当者が確認しなければならないのは、何と何を比較した数字なのかということで

す。 

例えば、猛暑だった 7月と比較的涼しかった 10月を比較して電力が 20％減ったとしても、そのすべ

てが省エネ対策による効果とは言えません。営業時間が違えば電力は変わります。来客数や生産量が

違っても変わります。外気温や湿度も影響します。 

そこで HEEM では、Before/After 比較を行う際、できるだけ同等の外気条件を抽出して比較すること

を原則とします。標準的には導入前 30日と導入後 30日などを比較し、kWhだけではなく、必要に応じ

て最大需要電力や快適性なども合わせて確認します。 

省エネ効果を見るときには、「何％下がったか」だけでは不十分です。なぜ下がったのかを説明で

きるか。ここまで確認して初めて、次の投資判断や他拠点への展開に使えるデータになります。 

 

 

 



企業担当者のための空調省エネ読本   |   14 

第 12 章 快適性を犠牲にしてはいけない 

空調省エネには、もう一つ重要な条件があります。それは快適性です。極端な話、夏にエアコンを

止めれば電気使用量は下がります。しかし、それは企業活動として適切な省エネとは言えません。 

従業員や利用者の快適性を大きく損なえば、運用は長続きしません。「省エネのためだから我慢し

てください」という対策は、いずれ現場で元の設定に戻される可能性があります。 

そのため HEEMでは、削減率や投資回収だけではなく、快適性も成果指標として扱います。その一つ

が不快指数 DIです。さらに、温湿度や気流の偏りについても確認します。 

目指すべきものは、省エネと快適性の両立です。電気使用量が減った。しかし暑くなった。これで

は成功とは言えません。電気使用量が減り、なおかつ利用者がこれまでと同等程度の環境で過ごせ

る。この状態を作ることが本当の空調省エネです。 
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 会社として投資判断する 

第 13 章 省エネは「何％減るか」だけで判断しない 

企業として省エネ対策を実施する場合、最終的には投資判断が必要になります。そこで重要になる

のが ROI、つまり投資回収です。 

基本的な考え方は難しくありません。現在、年間 100万円の空調電気料金がかかっているとしま

す。対策によって 10％削減できれば、年間削減額は 10万円です。対策費用が 50万円であれば、単純

計算では約 5年で回収します。補助金を使って実質負担が 30万円になれば、回収期間は約 3年になり

ます。 

HEEMでは、回収年数＝（初期費用－補助金）÷年間削減額という基本形で整理します。ただし、削

減率だけを先に決めてはいけません。現状を測り、損失原因を確認し、改善策を考え、その結果とし

て期待削減量を求めます。 

ROIは、省エネ施策を選ぶための重要な判断材料です。同時に、「投資額が小さい」「効果を確認し

やすい」「他拠点へ横展開しやすい」といった要素も、企業にとっては重要な評価ポイントになりま

す。 
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第 14 章 高圧契約ではデマンドも見る 

電気料金を考える場合、kWh だけではなく kWにも注意する必要があります。特に高圧・特別高圧の

契約では、最大需要電力、いわゆるデマンドが電気料金に影響します。 

空調機は起動時や高負荷時に大きな電力を使用することがあります。複数台を同時に立ち上げれ

ば、一時的に大きなピークが発生する可能性があります。 

そのため、複数台を時間差で起動する。ピークが発生する前に知らせる。負荷の大きい時間帯をず

らす。必要に応じて事前冷房を行う。といった方法が考えられます。 

企業担当者にとって大切なのは、電気使用量を下げることと、電気料金を下げることは必ずしも同

じではないという点です。契約内容を確認し、自社では何が料金に影響しているのかを理解したうえ

で対策する必要があります。 
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第 15 章 補助金は最後に考える 

省エネ設備を検討するとき、「補助金が使える設備はありませんか」と考えることがあります。も

ちろん補助金は重要です。初期負担を下げ、投資回収期間を短縮できるからです。 

しかし、補助金を出発点にすると順番が逆になります。本来の順番は、現状を把握する。問題を見

つける。必要な対策を決める。費用対効果を考える。そのうえで利用できる補助制度を調べる、とい

う流れです。 

補助金は省エネ施策そのものではありません。良い省エネ投資を実行しやすくするための手段で

す。また、制度は年度、自治体、事業区分などによって変わります。 
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 失敗しない空調省エネプロジェクト 

第 16 章 業者に「何％削減できますか」と聞く前に 

省エネ設備の提案を受けたとき、企業担当者はどう判断すればよいのでしょうか。一番聞きたくな

るのは、「何％電気代が下がりますか」という質問でしょう。 

しかし、その前に聞いてほしいことがあります。「この対策は、うちのどの損失を減らすものです

か」という質問です。 

例えば、空調の電気代が高い原因が長時間運転であれば、運転時間の改善が必要です。原因が外気

侵入なら、外乱対策が必要です。原因が設備劣化なら、整備や性能回復を検討する必要があります。

原因が設定のばらつきなら、集中管理や IoT制御が有効かもしれません。 

損失原因によって必要な対策は異なります。したがって、良い提案とは単に「この装置で 20％削減

できます」というものではなく、現在どのような損失があり、なぜこの対策が有効で、どのような方

法で効果を検証するのかまで説明できる提案です。 

業者への核心質問 

「この対策は、うちのどの損失を減らすものですか？」 

 

 

第 17 章 最初から全社導入しない 

多拠点企業で有効そうな省エネ施策を見つけると、すぐ全店舗や全事業所へ展開したくなることが

あります。しかし空調は現場条件によって効果が変わります。建物が違う。設備が違う。営業時間が

違う。人の出入りが違う。外気条件も違う。 

そのため、最初から大規模導入するよりも、まず代表的な現場で小さく試す方法が有効です。まず

現状を測る。損失原因について仮説を立てる。改善策を導入する。Before/Afterを測る。快適性も確

認する。結果が確認できたら次の拠点へ展開する。 

省エネ投資では、小さく試し、測ってから広げる。これが失敗のリスクを下げます。 

 

第 18 章 多拠点企業では「設備」より「方法」を標準化する 

チェーン店舗や複数工場を持つ企業では、一つの成功事例を他拠点へ展開することが重要になりま

す。しかし、すべての店舗や事業所に同じ設備を取り付ければよいとは限りません。 
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ある店舗では運転時間の改善が最も効くかもしれません。別の店舗では冷気漏れが大きな問題かも

しれません。別の事業所では設備劣化が問題かもしれません。 

そこで標準化すべきなのは、必ずしも商品ではありません。調べ方を標準化する。評価方法を標準

化する。改善の考え方を標準化する。効果検証の方法を標準化する。 

これによって、現場ごとに条件が違っても同じ考え方で判断できるようになります。この「再現

性」が HEEM の重要な考え方の一つです。 
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第 8 部 HEEM で進める空調省エネ 

第 19 章 HEEM とは何か 

ここまで説明してきた空調省エネの考え方を、一つの流れとして体系化したものが HEEMです。HEEM

は、HVAC Energy Efficiency Methodの略称です。 

目的は、快適性を維持しながら空調の電力使用量を削減することです。そして、単発の省エネ対策

ではなく、診断 → 改善設計 → 導入 → 検証 → 運用までを一貫したプロセスとして扱います。 

大きな特徴は、設備更新そのものを否定しない一方で、まず既存設備と現在の運用を見ることで

す。空調機に余分な負荷がかかっていないか。投入電力が有効に使われているか。運用上のムダがな

いか。設備が劣化していないか。こうした要素を確認し、改善できるところから取り組みます。 

その結果、既存設備で十分な改善が得られる場合もあります。逆に、診断した結果、設備更新が最

も合理的だと判断される場合もあります。大切なのは、最初から答えを決めないことです。診断し、

データを見て、改善方法を決める。そのための判断手順が HEEMです。 

第 20 章 企業担当者が実践する 10 のステップ 

STEP 1 電気料金を見る 

まず自社がどれくらい電気を使っているのか確認します。可能であれば年間データを見ます。季

節によって電力使用量が大きく変わる場合、空調の影響が大きい可能性があります。 

STEP 2 空調設備を把握する 

どの場所に、どの空調機があり、どの範囲を空調しているのか整理します。設置年、型式、台

数、運転時間なども確認します。 

STEP 3 現場を見る 

温度ムラ、気流、扉、換気、冷暖干渉、無人運転などを確認します。 

STEP 4 測る 

室内温湿度、外気条件、空調電力、運転時間などを取得します。 

STEP 5 損失原因を考える 

外気負荷なのか。運用なのか。設備性能なのか。気流なのか。原因を分類します。 

STEP 6 改善策に優先順位をつける 

すぐできる対策。小さな投資でできる対策。設備投資が必要な対策。それぞれを分けます。 

STEP 7 費用対効果を計算する 

年間削減額、導入費用、補助金、回収期間を確認します。 
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STEP 8 小さく導入する 

代表的な設備やエリアから試します。 

STEP 9 Before/Afterを確認する 

電力量だけではなく、外気条件や運転条件、快適性を確認します。 

STEP 10 継続運用する 

一度省エネに成功しても、設定変更や担当者交代によって元に戻る可能性があります。そのた

め、運用ルール、IoT、定期的なレビューなどによって改善状態を維持します。 
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おわりに 空調省エネは「設備を買うこと」から始めない 

空調省エネというと、新しい高効率エアコンや省エネ装置を導入することを思い浮かべるかもしれ

ません。しかし、本書で最も伝えたかったのはそこではありません。 

最初にすべきことは、現在、どこで空調のエネルギーが失われているのかを知ることです。 

外気が入っているのか。湿度負荷が大きいのか。必要のない時間まで運転しているのか。気流が悪

いのか。設備性能が低下しているのか。設定が適切でないのか。それを見つければ、対策の選択肢が

見えてきます。 

そして対策を行ったら、必ず結果を測ります。電気使用量は下がったのか。快適性は維持できてい

るのか。なぜ下がったのか説明できるのか。そこまで確認して、初めて省エネが企業の「成果」にな

ります。 

HEEMが目指しているのは、特定の設備や商品を導入することではありません。空調の状態を見える

ようにし、損失を見つけ、必要な改善を行い、その成果を検証し、継続していくこと。その一連の考

え方を企業の中に定着させることです。 

空調省エネは、一度きりの設備投資ではありません。現場を知り、測り、改善し、確認する。その

繰り返しです。そして最初の一歩は決して難しいものではありません。まず、自社の空調を見てみ

る。そこから始めてください。 

 

 

本書は「HEEM 空調省エネメソッド（統合版）v1.0」を基礎資料として、企業担当者向けに平易化・再構成したものです。 
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